
金
揮
官
股
怠
巻
十

ち
今
い
ふ
湯
屋
た
り
。
和
名
抄
に
、
浴
室
"
内
典
有
昌
温
室
経
ア
今
按
。

温
室
卸
浴
室
也
。
俗
云
由
夜
e

と
あ
り
。
湯
屋
と
い
へ
る
は
、
源
平
盛

衰
飽
巻
聞
に
、
安
元
元
年
十
二
月
廿
九
日
遁
傑
の
除
自
に
、
近
藤
師

商
加
賀
守
に
成
り
、
弟
師
経
目
代
と
成
り
在
闘
の
閥
、
白
山
中
宮
の

末
寺
涌
泉
寺
と
い
ふ
山
寺
の
湯
屋
に
て
‘
目
代
の
舎
人
馬
の
湯
洗
ひ

し
け
り
云
々
。
と
見
h
、
宇
治
拾
遺
物
務
省
二
に
、
背
池
J

尾
に
締
珍

内
供
と
い
ふ
備
す
み
け
り
。
民
営
た
ど
よ
く
怠
ら
ひ
て
‘
年
ひ
さ
し

〈
行
ひ
て
貨
か
り
け
れ
ば
、
寺
中
の
借
坊
に
ひ
ま
友
く
備
も
す
み
、

に
ぎ
は
ひ
け
り
。
湯
屋
に
は
湯
わ
か
さ
ぬ
日
た
く
‘
あ
み
の
h
し
り

け
り
。
と
あ
り
。
ま
た
沙
石
集
巻
四
小
原
頚
艦
上
人
の
段
に
、
-
自

の
比
、
湯
屋
の
坊
の
焼
け
て
、
か
の
坊
主
焼
死
た
ん
と
せ
し
を
聞
き

し
時
は
.
今
-
日
も
と
〈
/
¥
臨
終
し
て
、
か
L
る
う
き
事
も
き
か

じ
は
や
・
な
ん
と
思
ひ
し
が
云
々
。
ま
た
三
園
体
記
巻
五
信
州
更
級
郡

白
介
翁
の
段
に
、
施
主
の
翁
が
競
ひ
に
依
り
て
、
件
の
借
を
千
日
の

湯
屋
に
入
れ
体
浴
せ
し
む
云
々
。
危
ど
h

見
b
た
り
。
叉
風
呂
と
い

ふ
も
、
む
か
し
は
湯
屋
風
呂
と
呼
ぺ
り
。
太
平
記
傘
舟
五
畠
山
道
警

下
a
向
関
東
-
段
に
、
今
度
の
飢
は
.
併
島
山
入
選
の
所
行
た
り
と
落
書

に
も
し
、
歌
に
も
よ
み
、
湯
屋
風
呂
の
女
童
部
ま
で
も
も
て
あ
っ
か

間
敷
由
被
a
仰
渡
-
候
。
但
風
呂
屋
仕
廻
申
者
候
は
ど
、
共
町
之
内
に
而

は
替
り
人
可
v
被
ι
仰
付
-
候
。
他
町
之
も
の
は
、
替
り
人
も
成
不
v
申
皆

解
仰
波
-
候
。
以
上
。

元
総
八
年
十
月
十
六
日

乍
v
恐
申
上
候
。

一
、
私
共
俄
今
日
被
a
召
出
一
湯
風
呂
・
か
ら
風
昂
共
御
赦
完
被
v
成、

難
有
仕
合
奉
v
存
候
。
第
一
火
之
用
心
密
布
仕
可
v
申
候
。
自
今
幕
切

に
仕
‘
罷
蹄
候
者
共
銚
灯
と
も
し
不
v
申
様
に
仕
廻
可
v
申
候
。
高
襲
等

不
J

仕
、
不
作
法
に
無
a
御
座
-
様
仕
・
縮
念
度
可
v
仕
候
。
勿
論
風
呂
b

入
人
等
・
座
布
h
呼
入
、
茶
・
た
ぽ
と
に
而
も
向
申
閲
敷
候
。
且
亦
か

ら
風
呂
‘
問
自
民
霊
ク
月
六
繍
焼
、
共
外
留
風
呂
仕
ま
じ
く
候
皆
。

右
之
趣
被
ι
仰
波
-
奉
伊
良
候
。
念
皮
相
心
得
可
v
申
・
御
荷
上
之
申
候
。

以
上
。
元
総
十
年
二
月
四
日

新
町
近
江
屋
六
郎
兵
衛

材
木
町
風
呂
屋
吉
兵
衛

森

下

町

米

屋

忠

兵

衛

此
外
地
子
町
風
呂
屋
敷
人
連
名
也

町

御

奉

行

所

金
滞
古
蹟
志
巻
十
ニ

一
六

ひ
け
れ
ば
云
々
。
と
見
h
、
恵
命
院
櫛
倫
正
宜
守
が
廊
永
廿
七
年
に

撰
述
せ
し
海
人
藻
芥
に
、
湯
屋
風
呂
に
て
進
退
の
事
云
々
。
入
=
風
呂
-

時
可
v
敵
司
戸
二
三
度
三
品
砲
也
一
式
々
。
と
い
ふ
と
と
を
載
せ
た
り
。
ゐ

も
ふ
に
、
今
の
世
に
も
吾
が
金
滞
市
中
の
湯
風
呂
屋
北
ハ
に
て
、
入
湯

の
人
々
湯
の
加
減
を
怠
さ
し
め
ん
と
て
、
風
呂
の
内
板
を
ば
二
三
度

た
L
き
て
相
闘
を
た
し
け
る
も
、
ふ
る
き
友
ら
は
し
友
り
と
閲
ゆ
。

風
呂
に
入
る
時
戸
を
ニ
・
三
度
た
L
き
て
案
内
を
す
る
を
、
入
湯
の

漣
儀
と
た
し
た
り
と
あ
る
も
、
古
き
た
ら
は
し
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。

此
の
外
に
も
湯
風
呂
の
事
古
記
録
に
見
ゆ
。
さ
て
ま
た
按
宇
る
に
‘

金
津
市
中
に
て
湯
風
呂
屋
の
事
は
、
既
に
三
登
記
に
、
元
和
年
中
中

河
原
町
・
野
町
民
風
呂
屋
あ
り
て
、
湯
女
と
名
付
け
女
を
置
き
、
江
戸

『
協
同
-

芝
口
・
下
屋
た
ど
に
似
た
り
。
と
い
ひ
、
又
、
寛
永
年
中
才
川
惣
榔
の

風
呂
屋
K
女
を
抱
え
世
き
‘
湯
女
と
名
付
け
て
人
々
岡
地
に
群
参
す
。

と
い
ふ
事
た
ど
見
h
.
寛
永
五
年
八
月
廿
三
日
金
津
町
中
定
書
に
‘

営
町
風
呂
屋
港
女
之
事
、
安
之
作
法
有
v
之
に
付
而
は
、
宿
主
可
v
潟
a

曲
言
-
事
。
と
載
せ
ら
れ
た
り
。
叉
金
滞
町
合
所
留
記
に
は
左
の
寄
付

を
載
せ
た
り
。

一
、
風
目
屋
向
後
被
昌
仰
付
-
間
敷
候
問
、
笠
書
付
出
し
候
共
、
取
次
申

.' .. ~ 
" 

乍
v

恐
申
上
候
。

一
.
私
共
儀
今
日
被
昌
召
出
一
か
ら
風
呂
之
儀
は
御
指
除
、
湯
風
呂
ま

で
御
赦
菟
被
v
成
.
難
有
仕
合
奉
v
存
候
。
第
一
火
之
用
心
密
布
仕
可
v

申
、
自
今
暮
切
に
仕
.
罷
蹄
候
者
共
挑
燈
と
も
し
不
ν
申
様
に
仕
姻
可
v

申
候
。
高
聾
等
不
v
仕
、
不
作
法
陀
無
届
御
座
-
様
仕
、
縮
念
度
可
v
仕
候
。

勿
論
風
呂
b
入
人
等
、
邸
敷
b
呼
入
、
茶
・
た
ぽ
と
に
而
も
出
申
問
敷

候
。
右
之
趣
被
昌
仰
波
-
奉
-v
田
氏
候
。
念
度
相
心
得
可
v
申
、
御
諦
上
之
申

候
。
以
上
。

元
秘
十
年
二
月
四
日

河
原
町
風
呂
屋
清
兵
衛

此
外
地
子
町
風
呂
屋
連
名

町

御

奉

行

所

右
寄
付
共
に
て
見
れ
ば
、
元
総
頃
は
湯
風
昂
と
か
ら
風
呂
と
雨
風
呂

屋
あ
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
か
ら
風
呂
は
虚
風
呂
に
て
、
今
い
ふ
蒸

風
呂
の
事
た
り
と
い
へ
h
v
。

。
風
呂
屋
橋

金
揮
橋
梁
記
民
、
風
呂
屋
橋
本
多
家
中
と
あ
り
。
此
の
橋
の
名
、
今

は
呼
ぶ
も
の
な
し
と
い
へ
ど
も
、
大
衆
寺
坂
下
た
る
江
川
の
小
橋
を

ぽ
、
そ
の
か
み
風
呂
屋
橋
と
呼
び
た
る
た
る
ぺ
し
。
風
呂
屋
町
の
橋

七




